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おもな内容

○网議会議目決まる……………２～３

０今年は圜 児童年……………４～５

０あの人この人…………………４～５

（曳地－さん）

Ｏ公民館だよリ…………………６～？

○大にざわいの農雛際………………８

０春の叙勲……………………………９

０おしらせ……………………………10

父・娘②
渡 辺　 孝 一 さ ん（59巌）

3女　真由美さん（21歳）
藤田字北62

孝一さんは２つのガソリンスタンドを

経営。従業綺11人を抱えた油屋商事の社

長である。

また。真由美さんは４人姉弟の３女。

今まで手伝っていたお姉さんがやめるこ

とになったので。この３月から社員とな

った。午前中の忙しい眄は現場で。その

ほかは事務を一手に引き受けている。さ

らに今年からコンピューターを導入する

ことになってその担当者とし ての指導も

受けており ，旬日がほんとうに忙しい。



町
議
会
議
員
決
ま
る

現
職
十
八
人
　

新
人
四
人

統
一
地
方
選
挙
を
し
め
く
く
る
町
議
会
議
貫
の
投
票
が
四
月
二
十
二
日
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
桔
果
二
十
二
人
の
新

し
い
曝
員
が
誕
生
し

ま
し
た
。

投
累
日
は
、
花
曇
り
の
絶
や
か
な
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
て
出
足

も
よ
く
、
ま
た
最
も
身
近
な
選
挙
だ
け
に
町
民
の
関
心

も
高
く
、
最
終
投
票
率
は
的
回

に
、
わ
ず

か
に
及

ば
な
か
っ
た
も
の
の
九
五

・
七
九
％
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
議
員
の
内
訳
は
。
現
職
十
八

人
、
新
人
四
人
で
、
今
後
四
年
聞
、
町

民
の
代
表
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
議
員
の
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す①八巻正雄議員

60歳

( 出 字 南 い

② 吉田 久男議 員

56歳

(藤山字天王畑二4S)

③ 賀頡 貞議員

45歳

(池江字小林２)

④ 羽根善 一岨 員

57歳

{山吋幸太千窒６の２}

⑤f中野周一議員

55歳

凶Ⅲ字源女幻

⑥ 玉手昭 市議 員

52歳

(西人技字竹 ノ内16)

⑦斎 藤光吉 臨員

51歳

(徳江字鴿ヶ崎17)

⑧ 佐 藤 忠 美 議 員

47 歳

{ 藤Ⅲ字 大王畑 一一-8}

⑨ 佐野 正治議 員

54 歳

(徳江字北畑128)

⑩大浪 政吉 議員

7Z 歳

( 川内字小乂１の2j

０ 佐藤 昌介議 員

55歳

(森山字下鶉町16)

⑩宍戸三郎諦員

S臓

(森山字宮前 )

⑩ 林 元治議 員

57歳

(鳥取字曜下32)

⑩赤 坂浅吉 議員

50歳

( 内谷字西腕19)

jS銘 木 義光議 員

44歳

(川内宇内上12)

⑩佐藤政 三 諺員

66 歳

( 貝Ⅲ字寺脇16)

０ 松浦義男 議員

58歳

(西大枝字築館42)

⑩ 八島博 正議員

41歳

(山崎字中川前19)

⑩ 松浦芳蔵 議員

65歳

(大木戸字高橋８)

⑩ 佐藤政 一議員

47歳

(小坂字小坂40)

＠ 佐藤　 力議員

32歳

(森山字中町20)

＠ 菊地政治 議員

56歳

( 石毋田字笠松11)



議
会
活
動
の
効
率
化
に
期
待
す
る

石
母

田

字
横
町
　
佐

藤

利

雄

少
数
激
戦
の
な
か
を
多
数
の
町
民
の
支

時
を
待
て
、
め
で
た
く
当
選
さ
れ
ま
し
た

こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
．
そ
の
栄
誉
と
重
責
の
負
託
に
新

た
な
感
動
を
お
持

ち
の
こ
と
と
ご
推
察

申
し
上
げ
ま
す
．
過
去
の
町
政
の
厳
粛

な
評
価
を
ス
タ
・Ｉ
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
、

任
期
を
国
見
町

政
に
と
っ
て
意
昧
の
あ

る
も
の
で
あ
る
よ
う
ご
活
躍
の
程
を
心
．

か
ら
期
待
申
し
上
げ
ま
す
．

さ
て
、
今
回
の
地
方
選
挙
の
傾
向
と

し
て
、
保
・
中
対
革
新
と
い
っ
た
政
党

齢
議
は
別
と
し
て
．
無
競
争
・
立
候
補

書
の
減
少
・
投
票

率
の
低
下

な
ど
。

い
紗
ぱ
住
民
の
政

治
離
れ
・
無
関

心

が
指
摘
さ
れ
て

い

ま
す
。
こ
の
大
衆

心
理
の
な
か
に
は
。
安
定
減
漣
成
長
時

代
に
お
い
て
は
、
碓
が
や

っ
て
も
同

じ

こ
と
、
で
き
な

い
変
わ
ら
な
い
こ
と
へ

の
諦
め
と
同
時
に
、
政
治
家
へ
の
卓
越

し
た
り
Ｉ

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期
待
す
る
心

理
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
「
角
さ
ん
よ

も
う
一
度
」
な
ど
と
い
う
参
の
囁
き
や

街
頭
で

の
「

皺
が
な

っ
て
も

同
じ
こ

と
、
期
待
し
て
い
ま
せ
ん
。
投
票
に
は

行
き
ま
せ
ん
」
の
録
音
に
代
表
さ
れ
る

政
泊
家
へ
の
住
民
評
価
の
態
度
で
う
か

が
え
ま
す
。

や
や
酷
で
失
礼
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、

当
町
の
よ
う
な
開
発
の
谷
間
、
あ
っ
た

と
し
て
も
他
力
開
発
の
落
し
子
的
発
展

で
は
、
住
民
の
政
治
離
れ
も
不
自
然
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
現
取
の
一
端
は

政
治
力
不
足
へ
の
住
民
の
反
応
で

も
あ

っ
た
わ
け
で
す
。

『
船
長
は
た
え
ず
水
平
線
を
見
張

っ

て
い
る
も
の
だ
。
オ
イ
ル
の
残
量
や
機

関
の
調
子
な
ど
に
気
を

と
ら
れ
て
い
る

と
座
礁
す
る
』
。
こ
の
喩
（
た
と
え

）

は
一
家
の
主
人
・
経
営
者
・
政
治
家
に

も
時
流
に
合
っ
た
警
鐘
だ
と
存
じ
ま
す
。

将
来
に
明

る
い
展
望
の
あ
る
時
代

に
は

誰
で
も
そ
れ
ぞ
れ
対
策
は
た
て
ら
れ
、

迷
い
は
生
じ
な
い
も
の
で
す
。
将
来
の

予
測
が
困
難
だ
か
ら
こ
そ
政
泊
家
へ
の

期
待
が
大
き
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私

達
に
は
、
愛
す
る
国
見
町
の
将
来
志
向

の
ピ
ジ
ョ
ン
が
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
映
ら

な
い
、
企
画
が
た
と
え
あ
っ
た
と
し
て

も
町
民
に
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
ト
し
て
い
な

い
こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

払
は
噸
業
が
ら
、
県
内
各
地
を
見
聞

す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

原
町
で
、
あ
る
製
品
で
全
岡
八
〇
％
の

シ
ェ
ア
、
七
〇
％
の
輸
出
実
績
、
一
個

一
円
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で
一
万
円
の
ペ
ー

ス
ア
ッ
プ
可
能

。
社
宅
供
給

】
○
○
％

と
い
・
７
会

社
を
社
長
さ
ん
に
案
内
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
代
で
築
い
た

社
長
と
は
見
え
な
い
物
静

か
な
小
柄
な

学
者
膚
の
人
で
し
た
が
。
驚
い
た
こ
と

に
は
、
幾
楝

か
の
工

場
を
杜
長
と
私
が

見
回
る
間

。
工
員
は
見
学
者
を
維
一
人

娠
り
向
い
た
り
お
辞
儀
も
せ
ず
せ
っ
せ

と
働
い
て

い
た
こ
と
で
す
。

終
っ
て
社
長
は
私
に
一
枚
の
コ
ピ
ー

を
渡
し
ま
し
た
。
創
業
以
来
の
生
産
個

数
と
給
与
ア
ッ
プ
の
推
移
表
で
し
た
。

人
事
管
理
の
キ

ー
は
こ
こ
に
あ
っ

た
わ
け
で
す
。
ご

承
知
の
中
国
で
も

大
衆
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ｇ
ン
に

「
革
命
前

は
△
△
で
あ
っ
た
が
革
命
後

は
○
○
で

あ
る
…
…
Ｘ
Ｘ
公
社

に
見
な

ら
え
…
Ｊ
流
行
晒
で
の
対
齟
即
ち
行
政

情
報
と
住

民
参
加
の
一
体
化
で
す
。

要
は
議
会
が
日

に
日

に
析
た
に
、
国

兄
町
の
進
展
に
阿
を
効
率
的
に
プ
ラ
ス

し
た
か
に
つ
い
て
具
体
的
に
厳
し
い
自

己
評
価
ス
ヶ
Ｉ

ル
を
も
ち
な
が
ら
、
町

民
と
の
凝
集
性
を
高
め
る
こ
と
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
四
年
後
に
町
民
か

ら
の
「
喝
采
と
感
謝
」
の
議
員
活
動
で

あ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
侍
し
て
や
み
ま

せ
ん
・
　
　
　

（
福
鳥
大
学
教
授

）

議

長

に
菊
地
政
治
さ
ん

副
議
長
に
八
巻
正
雄
さ
ん

改
選
後
初
の
町

議
会

鴎
時
会
が
、
五

月
一
日
午
前
九
時

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
年
長
議
員
の
大
浪
政
吉
議
貝

が
臨
時
議
長
と
な
り
議
長
選
挙
を
行

っ

た
結
果
、
菊
地
政
治
さ
ん
が
再
選
、
続

い
て
副
議
長
に
八
巻
正

雄
さ
ん
が
当
選

し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
各
常
任
委
員
と
一
部
事

務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
が
行

わ
れ
新

し
い
議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し

た
。

議

長

菊
地
政
治

副
議
長

’八

巻
正
雄

行

政

相

談

に

応

じ

ま

す

Ｉ
－

Ｉ

Ｆ

―
ト

ド

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

ｏ

処
理
が
遅

い

ｏ
不

親
切
な
扱
い
を
受

け
た

○
こ
の
よ
う
に
し
て
ほ
Ｊし

い

な
ど
の
苦
情
や
問
い
合
わ
せ
、
意
見

要
望
を
お
も
ち
の
方
は
、

お
気
軽
に
行

政
相
談
貝
に
お
申
し
出
下

さ
い
。

お
申
し
出
は
。
電
話

や
手
紙
で
も
結

構
で
す
。
無
料
で
相
談

に
応
じ
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

行
政
相
破
員
　

佐
久
間

岩

古

住
所
・・・
藤
田
字
北
３８
ノ
１
ａ
２
2
0
3

町 議 選 の 結 果
有柚書S.589Å
投 者 8.

投票第 95.79  %

1ま數 22  立 23

得 票 数 氏　　　 名 党派
当　5  幻 .  材 4

当460

当447

当440

当407

当40S

当399

当376

当368

当362

当350

当　343

当　337

当　326

当　320

当317.!

当311

当300  .481

当　288

当287.351

当281

当272

266

菊 地 政 治
仲　野 周 一
屹 藹　　 カ

皀 蘿 政
一

羽 根 善 一
八　鳥 博

正

佐 藤 忠 美
八　卷

正 雌

佐 藤 政 三
宍　戸　

三 郎

玉　 手 昭 市
鈴　 木　義 光
賀　藤　　 貞

斎 藤 光 吉
吉　田　久 男
松　浦 義 男
佐 藤　昌　介
松　浦 芳 蔵
林　　 元 治

佐　野
正 治

赤　坂 浅 吉
大　浪 政 古
武　田　　 勉

無現

共々現

無新
無現
焦新
無現

公現
無現
無新
無現

無新
無現



子
供
の
幸
せ
を
考
え
る
年

国際児童年

国際児童年1979

今
年
は
国
際
児

童
年

。

国
連
で

、
児

童
権
利

宣
言
が
採
択
さ
れ
て
か
ら
、
ち

ょ
う
ど
二

十
年
目

に
あ
た

り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て

”子

供
は

民
族
の
宝

、

世
界
の
宝
”
と

い
う
認

識
の

も
と
に
、
子
供
た
ち
の
幸
せ
に
つ
い

て
皆
で

考
え
よ

う
、
と

い
う
年
な
の
で
す
。
こ

の
機
会
に

わ
た
し

た
ち
は
子

供
た

ち
の
世

界
を
直
視
し
、
そ
’の
あ
り
の
ま
ま
の
姿

を

理
解
す
る
と
と

も
に
、
新
し
い
親
子
関
係
の
あ
り
方
を
見

い
だ
し

た
い
も
の
で

す
。

国見 町 ボー イスカ ウト（福鳥第53団）
団 委員長

曳 地　一 さ ん

昭
和
四
十
三
年
五
月
五
日
の
子
ど
も

の
日
、
国
見
町

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
（
福

鳥
第
5
3団

）
が
結
成
さ
れ
た
。
以
来
十

一
年
、
曳
地
一
さ
ん
［
藤
田
字
藤
田

］
、

十
一
の
三

）
は
、
団
委
員
長
と
し
て
、

町
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
こ
こ
ま
で
宵

て
上
げ
て
き
た
第
一
人
者
で
あ
る
。

「
結
成
の
一
年
程
前
、
大
沼
さ
ん
｛

現

保
育
所
長

｝
の
方
か
ら
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
の
話
を
聞
き
ま
し
て
Ｉ
。
健
全
な
青

少
年
育
成
の
た
め
に
ぜ
ひ
わ
が
町
に
も

つ
く
ろ
う
と

い
・
フ
こ
と
に
な
り
、
発

起

人
会
長
を
お
お
せ
つ
か
っ
た
わ
け
で
す
」

そ
し
て
「
社
会
を
背
負
っ
て
立
つ
子

ど

も
違

が
す
く
す
く
育
つ
た
め
に
役
立

つ

な
ら
ば
Ｉ

」
と
発
起
人
会
長
か
ら
団
委

員
長
を
引
き
受
け
た
。

結
成
時
に
は
十
七
人
の
少
年

が
入
団
。

発
団
式
に
は
、
福
鳥
や
川
俣
・
保
原
な

ど
の
友
好
団
が
お
祝
い
に
か
け
つ
け
て

く
れ
た
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
、
小
学
六
年

か

ら
中
学
二
年
ま
で
の
少
年
を
対
象

と
し

て
い
る
が
。
そ
の
下

に
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

（

年
少

隊
）
上
に
は
シ
ニ
ア
ス
カ
ウ
ト

（

高
校
生

）
ロ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
（
大

学
生
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
総
称
を

ボ

ー
イ
ス

カ
ウ
ト
と
呼
ん
で

い
る
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
「
三
つ
の
誓
い
」

と
『
ト
ニ
の
お
き
て
』
を
守
り
、
少
年

の
心
身
を
き
た
え
、
世
界
平
和
に
尽
く

す
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
そ
の
歴

史
は
古
く

。
約
七
十
年
前
に
イ
ギ
リ
ス

に
発
祥
、
次
第
に
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア

の
各
国
に
広
が
っ

た
。
日
本
で
も
五

十
年
来
の
長
い
歴

史
を
持
ち
、
戦
時

中
に
一
時
中
断
し

た
が
、
昭
和
二
十

五
年
再
び
国
際
事

務
局
に
登
録
さ
れ

世
界
各
国
と
の
友

好
親
善
を
深
め
て

い
る
。

福
鳥
県
に
は
八

ト

ー
の
団
が
あ
り

今
年
は
県
の
三
十

周
年
を
祝
っ
て
郡

総

理

府

世

論

調

査

「
子

供

の
意
識
」
か
ら

「
悩
み

・
心
配

ご
と

」

勉
強
・
進
学
・

自
分
の
将
来

子
供
た
ら
は
、
日
ご
ろ
ど
ん
な
こ
と

で
悩
ん
だ
り
、

心
配
し
た
り
し
て

い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

子
哄
た
ち
の
綯
を
痛
め
る

ざ
一
大
愉

？

と
で

も
い
う

べ
き
心
配

ご
と
は
、

一
に
「
勉
強
の
こ
と
」
、
二

に
「
進
学

（
受
験
）
の
こ
と
」
こ

こ
に
「
自
分
の

将
来
の
こ
と
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を

幸
年
別
に
見
ま
す
と
「
い
ま

困
っ
た
り
、
心
配
し
て
い
る
こ
と
は
何

か
」
と
の
問

い
に
、
小
掌
校
五
、
六
年

生
で

は
二
二
％
が
「
勉
強
の
こ
と
」
を

あ
げ
、
中
掌
生
で
は
四
五
％
が
「
進
学

（
受
験

）
」
と
答
え
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
次
ぐ

‘悩
み

”
と
し
て
小

学
生
は
「
自
分
の
将
来
」

こ

五
％

）

「
道
学
（
受
験
）
の
こ
と
」
（
一
三
％
）

を
あ
げ
て

い
ま
す
。

こ
れ
が
、
中

学
生

に
な
り
ま
す
と
、

「
勉
強
」
一
二
九
％
、
「
自
分
の
将
来
」

二
八
％
と
、
そ
れ
ぞ
れ
パ
ー
セ
ン
テ
ー

ジ
が
高
く
な
り
、

ぎ
一
大
悩
み
”
は
高

掌
年
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
深
刻
に
な
っ

て

い
る
様
子

が
う
か
が
え
ま
す
。

ち
な
み
に
。
中
学
三
年
生
で

は
、
約

七
馴
が
「
進
学
（
受
験
）
」
問
題
で
頸

を
痛
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
で
は
、
小

・
中
学
生
を
合

わ
せ
た
全
体
で
「
お
こ
づ
か
い
の
こ
と
」

の
二
〇
％

に
次
い
で
「
友
だ

ち
の
こ
と
」

「
健
康
の
こ
と
」
が
そ
れ
ぞ
れ
一
三
％

と
続
き
、
「
父
・
毋
の
こ
と
」
（
八
％
）

は
七
番
目

に
や
っ
と
顔
を
出
し
て

い
ま

す
。

楽
し

い
と
き

〕

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
時

子
供
た
ち
が
「
楽
し

い
と
思
う
」
の

は
、
何
を
し
て

い
る
と
き
で
し
ょ
う
か
。

学

校
が
終

わ
っ

た
あ

と
。
勉
強

か
ら

”
解
放

”
さ
れ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
子
供

た
も
の

”素
願

”
は
と

い
う
と
Ｉ
。

小
・
中
学
生
全
体
で
み
ま
す
と
、
約

寥
數
の
四
八
％
が
「
テ
レ
ビ
を
見
て
い

る
と
き
」

と
答
え
て
い
ま
す
。
次

い
で

「
友
だ
ち
と
い
る
と
き
」
四
四
％
、「
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て

い
る
と
き
」
三
六
％
と

続

い
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、

ク
ア
レ
ビ
、
友
だ
ち
。
ス

ポ
ー
フ

が
「
楽
し
い
と
き
」
の
ベ
ス

ト

ー
ス
リ

ー
と
な
っ
て

い
ま
す
。

男
女
別

に
み
ま
す
と
。
女
子
の
場
合

は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て

い
る
と
き
」

が
男
性
の
四
七
％

に
比

べ
て
二

五
％

と

少
な
く
、
逆
に
「
友
だ
ち
と
い
る
と
き
」

が
四
七
％
で
。
男
子
の
四
一
％
を
上
回

っ

て
い

ま
す
。

そ
の

ほ
か
、

女
子

は

「
マ
ン
ガ
の
本

を
兇
て

い
る
と
き
」
な
ど

が
、
男
子
よ
り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

小
学
生
と
中
学
生
の
比
較
で

は
、「
友

あ
の
人
こ
の
人



山
市
で
記
念
式
典
。
ま
た
記
念
野
営
大

会

が
田
鳥
町
で
行
わ
れ
る
。
わ
が
町
で

も
毎
年
夏
休
み
に
は
、
県
北
地
区

と
甄

同
し
て
野
営
を
行

い
、
自
然
に
親
し
み

な
が
ら
俥
間
と
交

歓
し
て
い
る
。

「
あ
る
親
ご
さ
ん
は

。息
子
が
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
に
入
っ
て
か
ら
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ

か
ら
ご
飯
を
炊
き
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
も

つ
く
っ
て
く
れ
る
”
と
営
ば
れ
ま
し
た
」

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
掌
校
で
は

掌
び
き
れ
な

い
い
ろ
い
ろ
な
社
会
生
活

を
学

ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
団
体
生
活
を

と
お
し
て
、
規
律
や
自
立
心
。
他
人
へ

の
思

い
や
り
…
…
専
々
。

ま
た
、
ボ
ー
イ

ス
カ

ウ
ト
で
は
日
々

の

善
行
を
重
く
取
り
上
げ
て

い
る
。「
１

ど
も
は
善

い
こ
と
も
悪

い
こ
と
も
す
ぐ

に
吸
収
す
る
。
俾
行
を
、
は
じ
め
は
意

峨
し
て
行
う
う
ち
次
第

に
習
憐
づ
日
、

彦
識
し
な

い
で
行
え
る
ま
で
に
遣
め
ら

れ
た
ら
…
…
Ｊ

曳
地
さ
ん
は
、
団
委
員
長

と
い
う

い

か
め
し
い
名

と
は
ほ
ど
違
い
、
実
に
温

厚
な
人
柄
で
、
何
の
気
負

い
も
な
く
。

団
委
員
長
と
し
て
の
役
日

を
果

た
し
て

い
る
。
団
内
の
統
一

と
活
動
の
ほ

か
、

他
団
と
の
接
渉

、
会
議
や
大
会

が
あ
り

県
内
外
に
出
か
け
る
。
旅
費
も
出
な

い

状
態
だ
が
、「
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
接
触

は
人
切
」
と
阻
極

的
に
参
加
し
て

い
る
。

結
成
時
の
少
年
も
今
は
も
う
立
派
な

社
会
人
。
「
い
た
ず
ら
ば
か
り
し
て

い

た
子
が
背
広
な
ん
か
着
て
た
ず
ね
て
く

れ
ま
す
。
や
は
り
う
れ
し

い
で
す
ね
」

と
目
を
細
め
る
。

曳
地
さ
ん
は
国
兇
町
の
住
人
と
な

っ

て
二
十
八
年
。
復
以
後
、
海
軍
で
学
ん

だ
技
術
か
ら
鉄
工
所

を
始
め
、
持
ち
前

の
誠
意
と
努
力
で
現
在
を
築

い
た
。
今

で
は
長
男
の
一
芳
さ
ん

が
跡
を
継
い
で

お
り
、
と
み
子
夫
人
と
も
ど
も
地
域
の

た
め
に
尽
く
し
て
い
る
。
し
か
も
、
四

人
の
子
を
里
子
と
し
て
ひ
き
と
っ
て

わ

が
子
同
碌
に
育
て
上

げ
て

お
り
、
そ
の

大

き
な
霞
佃
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で

き
る
。

明
治
四
卜
‐‐
年
生
ま
れ

だ
ち
と
い
る
と
き
」
は
小
学
生
に
多
く

「
音
楽
や
趣
昧
を
楽
し
ん
で

い
る
と
き
」

は
中
学
生
に
多
い
の
が
目
立

ち
ま
す
。

将
来
の
暮
ら
し
方

「
趣
味
に
あ

つ
た
生
活
」
を

子
供
た
ち
は
、
大
人

に
な

っ
た
ら
ど

ん
な
暮
ら
し
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

男
女
と
も
「
趣
味
に
あ
っ
た
暮
ら
し

を
し
た
い
」
が
最
も
多
く
、
コ
ー割
を
占

め
て

い
ま
す

。

次

い
で
。

「
金
持
ち
で
な
く
て
も
涓
く
正

し
く

暮
ら
し
た
い
」
　
　
　
　
　

こ
二
％

「
社
会
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
こ

と

を
し
て
暮
ら
し
た
い
」
　
　

二
〇
％

な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
「
金
持
ち
に
な

り
た
い
」
（
七
％
）
、「
有
名
に
な
り
た

い
」
（
五
％

）
は
、
ぐ
っ
と
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

男
女
別
で
は
、
「
い
い
人
と
結
婚
し

て
楽
し
く
暮
ら
し
た
い
」

が
男
子
五
％

な
の
に
対
し
、
女
子

は
そ
の
四
倍
近
い

一
八
％

と
、
大
き
な
ち
が
い
を
見
せ
て

い
ま
す
。

逆
に
「
金
持
に
な
り
た

い
」
で
は
、

女
子
が
四
％
で
す
が
。
男
子
は

Ｉ
〇
％

と
多
く
な
っ
て

い
ま
す

。

わ
た
し
の
し
か
り
方

手
塚

治
虫

（
漫
画

家

）

わ
た
し
は
、
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
マ

ン
ガ
ば
か
り
疏
ん
で
い
た
。
当
然
、
勉

強
の
方
は
お
留
守
に
な
る
。
元
は
と
い

え

ば
、
父
が
賈
っ
て
き
て
く
れ
た
マ
ン

ガ
本

が
き
っ
か
け
で
し
た
。
父
も
、
よ

も
や
わ
た
し
が
そ
こ
ま
で
深
入
り
す
る

と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

Ｉ
父
の
怒
り

が
爆
発
し
た
。
「
マ
ン

が
ば
か
り
読
ん
で
い
て
は
、
ロ
ク
な
人

間
に
な
ら
ん
／・
」

あ
る
日
、
幸
校
か
ら
帰
る
と
、
マ
ン

ガ
の
本
は
こ
と
ご
と
４
破
り
捨
て
ら
れ

て
い
た
。
ぽ
う
然
と
す
る
わ
た
し
の
頭

上
か
ら
「
勉
強
せ
い
」
の
ひ
と
３
が
落

ち
て
き
た
。

わ
た
し
は
い
ま
、
三
児
の
父
と
し
て

決
し
て
頭
ご
な
し
に
し
か
る
こ
と
は
し

ま
せ
ん
。
ま
ず
、
子
供
の
い
い
分
を
聞

い
て
や
る
、
そ
の
上
で
。
よ
く
な
い
と

こ
ろ
が
あ
れ
ぱ
し
か
る
。
親
と
子
も
、

一
人
の
人
間
と
人
間
の
関
係
と
し
て
考

え
な
く
て
は
…

し
か
ら
れ
た
子
供
が
、
向
上
心
を
持

て
る
よ
う
に
１
こ
れ
が
、
わ
た
し
の
し

か
り
方
で
す
。

子
供
の
日

五
月
五
日
は
、
子
供
の
口

。
そ
し
て

国
民
の
祝
日
。

「
男
の
子
の
お
節
句
だ
け
お
休
み
な

ん
て
、
ず
る
い
わ
」
と
女
の
子

。
「
女

の
ｆ
は
い
い
な
。
ひ
な
祭
り
と
子
供
の

日
と
両
方
祝
っ
て
も
ら
え
る
ん
だ
も
ん

ね
」
と
男
の
子
。

か
っ
て
は
、
端
午
の
節
句
と
呼

ば
れ

ヨ
モ
ギ
、
シ
ョ
ウ
ブ
な
ど
を
事
の
門
前

に
飾
っ
て
の
魔
除
け
の
行
事
だ
っ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。

最
近
で
は
。
冢
の
中

に
し
よ
う
き

｛
錢
馗

｝
や
金

時
の
人
形
や
、
か
ぷ
と

を
飾
り
、
外
に
は
コ
イ
の
ぼ
り
を
立
て

シ
ョ
ウ
ブ
湯
に
入
り
、
か
し
わ
餅
や
ち

ま
ち
を
食

べ
て
、
子
供
の
成
長
を
祝
う

の
が

。
般
的
で

す
。



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

電 2  6  7  0
話 4  1  5 6

い
っ
せ
い
に
開
講
し
た
公
民
館
の
学
級

明
治
学
級

委

員

長

藤
田
勝
衛

副
委
員
長

佐
藤
新
二

四
月
二
十
七
日

。
公
民
館
主
催
の
学

級
で
最
も
出
席
率

が
高
く
ご

こ
四

｝
名

の
在
籍
者
を
誇

る
明
泊
学
級
が
開
校
し

ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
爾
に
も
か
か
わ

ら
ず
熱
心
な
学
績
生
が
多
数
出
席
。
開

校
式
と
交
通
安
全
大
学
証
の
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
。
沼

崎
忠
藏
先
生
を
お

迎
え
し
て
「
失
わ
れ
ゆ
く
日
本
人
の
心
」

と
題
し

た
お
話
を
聞
き
、
そ
の
あ
と
全

員
で
記
念
撮
影
、
今
年
も
み
ん
な
元
気

に
楽
し
く
勉
強
し
ま
し

ょ
う
と
誓
い
あ

い
ま
し
た
。

壮
年
学
級

委

員

長

斎
藤
正
美

副
委
Ｑ
長
　
佐
藤
精
一

二
年
目
を
迎
え
た
壮
年
掌
級
は
、
四

月
二
十
六
日

に
開
校
し
ま
し
た
。
壮
年

掌
級
は
。
町
内
に
住
む
大
正
か
ら
昭
和

ヒ
ト
ケ
タ
の
男
子
を
対
象

と
し
、
年
聞

を
通
じ
て
講
義
や
爽
習
を
行

い
、
学
習

の
場
を
広
げ
て

い
き
ま
す
。
今
ま
さ
に

人
生
の
円
孰一
期
で
あ
り
、
社
会
で
も
家

庭
で
も
責
任
の
あ
る
地
位
の
方
々
が
、

よ
り
豊
か
に
生
き
よ
う
と
意

欲
を
も
っ

て
参
加
し
て

い
ま
す
。

中
央
婦
人
学
級

委

員

長

亀
岡
ッ
ヤ

副
委
員
長

佐
藤
玲
子

斎
藤
久
子

中
央
婦
人
学
級
は
、
案
庭
の
中

心
的

な
役
割
を
担
う
婦
人
が
、
公
民
館
を
中

心
に
鳩
義
や
料
理
、
社
会
兇
学
な
ど
を

行

い
豊
か
な
教
養
と
知
識
を
身
に
つ
け

よ
う
と
い
う
も
の
で
、
四
月
ニ
ト

六
日

に
開
枚
し
ま
し

た
。
今
年
の
学
級
生
は

こ
卜
九
歳
か
ら
瓦
十
五
歳
ま
で
の
お
毋

さ
ん
た
ち
托
卜

六
名
で
す
。

閧
校
式
の
あ
と
、
。兀
福
人
教
授
の
田

方
」
の
お
話
に
然
心
に
耳
を
傾
け

ま
し

た
。

青
年
学
級

委

員

長

佐
久
間
正

副
委
員
長

横
山
聖
子

町
の
勤
労
青
年
が
気
軽
に
掌
習
す
る

場
と
し
て
、
今
年
も
青
年
学
級
が
四
月

十
九
日
に
開
枚
し
ま
し
た
。
青
年
学
級

は
毎
週
一
回
、
講
義
や
話
し
合
い
、
野

外
活
助
を
通
し
、
自
己
の
向
上
と
お
互

い
の
親
睦
を
深
め
よ
う
と
い
う
も
の
で

二
十
九
人
が
入
校
し
ま
し
た
。
掌
級
の

活
動
は
、
全
員
、
学
習
部
、
広
報
部
、

ス
ポ

ー
レ
ク
部
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

が
役
剛
を
担
い
な
が
ら
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

４ 月 の 利 用 眉

センター

2.  0人

体 育 館

9,269人

睛
湎
学
級
開
校
式

壮
年
学
級
開
校
式

国見 町 スポ ーツ 行事 一覧 表
＠ 大会の劼

月　　　日 行　　　　　 事　　　　　 名 会　　　 場

5月　20 日 福鳥県民スポーツ大会町予選大会（壮ソフト） 町民運動場

6月　　10日 福鳥県民スポーツ大会町予選大会（家バレー） 町民体育館

6月　24 日 福鳥県民スポーツ大会町予選大会（卓　 球） 町民体宵館

7月　　8 日 福鳥県民スポーツ大会町予選大会（バト ミン） 町民体育館

８月24～26日 町民富士登山 富士山

9月　30 日 国兄町桑折町青少年健全育成剣道大会 国見町町民体育館

10月　　10日 婦人高齢者運 動会 公民館前広場

11月　　4 日 国見町町内一周駅伝競走大会 国見町町内一周

11月　　18日 国見町桑折町マラソン大会 桑折町

3月　　9 日 国見町公民館長杯バレーボール大会 町民、県中体育館

○教室、講習会の部

6月　　3 日 レクリエーション指導者講習会 体育館

8月１～３日 仲間つくり野外活動 磐梯青年の家

9月6 、13日 婦人スポーツ教室 体育館

10月6 、13日 膏少年トランポリン運動 体育館

ｎ 月　　11日 バドミントン教室 体育館

1月　20 日 スキー指導者講習会 山形県米沢

1月　　17日 スキー軟室 山形県天元台



壮
年
学
級
に
学
ん
で
思
う
こ
と

藤
田
字
太
子
堂
　
斎

藤
正

美

早
い
も
の
で
、
壮
年
学
級
が
開
設
さ

れ
て
二

年
目
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
年

代
は
、
学
習

と
い
う
問
題
に
対
し
て
一

番
む
ず
か
し

い
世
代
と
い
わ
れ
て
い
る

こ
の
む
ず
か
し

い
掌
級
に
取
り
組
ん
だ

初
代
学
級
委
員
長
の
後
藤
清
さ
ん

と
公

民
畆
の
お
骨
折
は
、
並
た
い
て
い
の
こ

と
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
お
か
げ
様

で
、
わ
れ
わ
れ
は
楽
し
い
思
い
出
が

い

っ
ぱ
い
あ
っ
た
。

本
学
級
の

メ
ー
ン
エ
ベ
ン
ト
で
あ

る

一
泊
二
日
の
研
修
旅
行
に
は
残
念
な
が

ら
都
合
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
が
、
八

月
末
の
暑
い
夏
の
日
の
午
後
。
ニ
ュ

ー

モ
ラ
ル
の
話
を
聞

い
た
あ
と
。
藤
田
小

学
校
の
杉
崎
先
生
に
習
っ
て
男
だ
け
で

作
っ
た
大
皿

盛
の
手
科
理
で
飲
ん
だ
ビ

ー
ル
の
う
ま
さ
、
学
組
に
入
っ
て
出
来

た
各
方
部
の
多
く
の
新
し
い
友
達
と
和

気
あ

い
あ
い
の
新
し

い
語
ら
い
。
そ
し

て
わ
れ
わ
れ
の
年
代
に
合

う
た
「
壮
年

期
の
健
康
管
理
に
つ

い
て
」
と
題
し
て

公
立
藤
田
総
合

病
院
院
長
の
＊

宿
先
生

の

お
話
。
「
こ
ん
な

に
い
い
話
を
学
級

の
み
ん
な
に
聞
か
せ
た
か
っ
た
な
１

」

と
誰
か
が
ふ
と
も
ら
し

た
。

そ
の
あ
と
体
宵
館
で
行
わ
れ
た
体
力

測
定
で

は
、
全
員
が
実
犀
の
年
齢
よ
り

数
年
若
く
評
価
さ
れ
、
お
咥

い
に
童
心

に
返
っ
て
喜
び
あ
っ
た
り
も
し
た
。

ま
た
、
わ
が
町
の
歴

史
を
学
び
、
県

の
行
政
、
町
の
行
政
を
聞
く
な
ど
、
ラ

ジ
オ

ー
テ

レ
ビ
で
は
聞
く
こ

と
の
で
き

な
い
身
近
な
問
題
の
勉
強
も
壮
年
掌
級

な
ら
で
は
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
今
年
度
の
学
級
は
昨
￥

の
二

倍
、
十
二
回

と
な

っ
て
、
質
量
と
も
さ

ら
に
充
実
し
た
惑
が
あ
る
。
な
か
で
も

特
筆
す
る
こ
と
は
、
年
二

回
、
婦
人
学

級
と
の
合
同

授
業

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
世
代
で
は
男
女
共
掌
な
ど

な
か
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
初
体
験

に
は

掌
級
生
九
十
五
名

全
員
出
席
と
い
う
珍

事
？
が
起
こ
る
か
も
知
れ
な
い
。

閑
話
休
題
。
と
に
か
く
日
常
生
活
の

中
に
と
も
す
れ
ぼ
、
独
善
的
に
利
己
主

義

に
陥
り
や
す
い
「
老

い
」
を
目
前

に

し
た
わ
れ
わ
れ
は
、
壮
年
学
級
と
い
う

生
涯
教
育
の
堝
を
縟
て
、
こ
れ
を
生
活

の
中
に
生
か
し
「
周
囲

か
ら
は
批
判
の

な
い
」
「
自
ら
は
悔
い
の
な

い
」
老
後

に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

（
5
4年
度
壮
年
学
級
委
員
憂

）

夫婦なかよく

さくらんぼ学級生　 その11

さくらんぼ学綴とは、

公民館を中心とした若

い夫卿の集まり です。

鈴

木

耕

治

さ

ん（
二
八
）

恵

子

さ

ん
（
二
五
）

川
内
字
沖
１

（
家
族
》

祖
父
、
両
親
。
夫
婦

《
鈷
婚
し
た
の
は
》

昭
和
五
十
三
年
師
走
。
学
生
時
代
の
先

輩
・
後
輩
で
、
ま
さ
か
結
婚
す
る
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

↓

－

と
て
も
親
叨
で
や
さ
し
く
力
持
ち
。

そ
の
う
え
朝
寝
坊
で
あ
わ
て
ん
坊
の
だ

ん
な
様
。

そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
お
っ
ち
ょ
こ
ち

ょ
い
で
口
数
が
多
く
、
良
い
と
こ
ろ
は

ど
こ
か
と
考
え
て
し
ま
う
奥
さ
ん
で
す
。

が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
農
巣
に
い
そ
し
ん

で
い
ま
す
。

※
来
年
中
は
赤
ち
ゃ
ん
が
歩
い
て
来

て
く
れ
る
と
い
い
な
あ
。

（
こ
う
の
と
り
さ
ん
よ
ろ
し
く
）

あ
つ
か
し
俳
句
会

昭
和
五
十
四
年
四
月
二
十
八
日

藤
田

城
土
暴
高
し
鯉
幟
　
　
　
　
　

奥
山

甲
二

花
屑
の
吹
き
た
ま
り
た
る
(

 
ﾘ ぐ
 卜

斎
藤
黄
鶴
楼

犬
と
子
の
歔
れ
合
う
て
居
る
路
地
う
ら
ら
熊
田
　

一
陽

新
緑

に
ぐ
ん
ぐ
ん

バ
ス
の
進
み
行
く
　

藤
田

膊
衛

甘
茶

し
や
く
釈
迦
に
掛
け
た
る
二
度
三
度
野
村
た
か
し

新
緑
の
匂
ふ
厨
に
妻
若
し
　
　
　
　
　

佐
久
間
山
月

落
陦
あ
と
ふ
り
か
え
り
流
れ
行
く
　
　

須
田

泰
山

句
帳
手
に
湖
畔
の
春
を
惜
し
み
け
り
　

奥
山

雨
田

鈴
の
緒
に
新
緑
の
風
流
れ
け
り
　
　
　

小
野
寺
蔦
水

葉
桜
や
過
ぎ
た
る
事
に
こ
だ
わ
ら
ず
　

阿
部

事
司

轢
が
飛
ぶ
如
く
毬
追
う
幼
な
靴
　
　
　

阿
部
し
げ
を

春
の
月
カ
ー
テ
ン
あ
け
て
迎
え
け
り
　

佐
藤

国
楓

連
翹
や
女
系
家
族
の
明
る
さ
よ
　
　
　

羽
賀

え
い

新
緑
の
峠
の
茶
屋
は
客
盛
り
　
　
　
　

角
田

昭
子

朝
の
髪
傀
き
つ
つ
眺
め
毒
の
庭
　
　
　

熊
坂

き
よ

入
辛
児
背
に
踊
り
ゆ
く
ラ
ン
ド
セ
ル
　

赤
間
は
る
子

春
愁
や
う
わ
さ
話
に
尾
ひ
れ
つ
き
　
　

韮
沢

秋
子



５月 皿月 （さつ き）
0 ｰ 7 日・社食の風妃 と環塊を

冷化す る遭助4~ 加NI
018 日・国豚善意デー

020R ・全国植樹撃
02 一 日・竃庭労働旬間･ ～31剛
030 日・消費者の日

６月　水無月（みなつ 奪）
０１日・飢象記念日・竃波の

日 ・水道週間（～７ｕ）

０４日・歯の噺生週間（－101）ｌ
ｏＳ日・環境週 聞| －ｎ日ｊ
ｏ７日・叶最記念日

010 日・時の記念日
ビッグシャツ　ビ ッグシャ

ツとかグランドシャツとか呼

ばれ、まるで勇 もののワイシ
ャツを。丈。縞ともきらに大
きくして、えりをタトしたよう

なシャツが、婦人服の売り場
で目につ きます。このビッグ

シャツ、着て麋なうえに、き
まざまに肴こなせるその機能
性によ ってこの友はぐっと奎
帛書がふえそうです。たとえ

ば、ボタンをとめてそのまま
ワンピースとして着たり、ち

ょっとたくしてベ ルトをしめ
ブラウ ス風に麕ることもで き

るし、 ジーンズでも、スカー
トでもどんなものにでも合 わ
せら れるのも鵬力です。体型
を気にするミセスでも、そ れ

をカバーしてとても若々しい
Ｓじになります。ペスト、 ネ

クタイ、スカート。ベルトな
どをあしらったり、スリムパ
ンツと組み合 わせるとも うぴ

丈 りで す。

す
ば
ら
し
い
五
月
晴
に
め
ぐ
ま
れ
た
五
月
五
日

。
観
月

台
公
園
は
恒
例
の

農
業
祭
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
カ
ゴ
や

ザ
ル
、
ネ
ギ
や
サ
ト
イ
モ
の
種
苗

。
そ
れ
に

青
果
物
や
盆

栽
な
ど
の
出
店
が
ぴ
っ
し
り

並
び
、
景
気
の
い
い
か
け
声

に

売
れ
行
き
も
上
々
の
よ
う
で
し
た
。

農 業 祭
.まいどあり一、お買得 だよ

このザルは長持ちしそう かな

ウーン

ボ クも食べたいナ

商
業
統
計
に
ご
協
力
を
！

６
月
１
日
全
国

い
っ
せ
い
に
調
査

通
産
省
は
。「
昭
和
五
十
四
年
商
業

続

計
醐
査
お
よ
び
商
業
実
態
基
本
調
査
」

を
、
六
月
一
日
現
在
で
全
国

い
っ
せ
い

に
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
責
は

”
商
業
の
国
勢
調
査

’

と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
わ
が
国

の
商
店

の
分
布
状
況
や
販
売
活
助
の
実
態
お
よ

び
商
品
の
全
国
的
な
流
通
状
況
な
ど
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
全
圃
の
卸
売
業
、

小
光
業

お
よ
び
飲
食
店
を
営
ん
で
い
る

す
べ
て
の
商
店
を
対
象

に
行
い
ま
す

。

三

年
ご
と
に
調
査
を
行

い
、
今
回
は
十

四

回
目
で
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
遭
府

県
。
市
町
村
で
の
商
業
、
企
業
の
育
成
、

流
通
機
構
の
近
代
化
な
ど
を
違
め
る
う

え
で
の
重
要
な
基
礎
資
科
と
し
て
利
用

さ
れ
る
ほ
か
、
各
商
店
な
ど
で
の
経
営

指
針
と
し
て
役
立
っ
て

い
ま
す
。

飼
査
は
、
都
遭
府
県
知
事
か
ら
任
命

さ
れ
た
調
査
員

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
店

を
直
接
訪
問
し
、
調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
て
回
収
す
る
と
い
う
方
法
で

行

い
ま
す
。

わ
が
町
で
は
、
一
九
九
戸

の
商
店
が

あ
り
、
七
人
の
調
査
員
が
調
査

に
伺
い

ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
票
は
統

針
法
に
よ
り
厳

重

に
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
正

確

な
申
告
を
お
願

い
し
は

願
い
し
ま
す
。

心配ごと相談員

鍋所：役場宿直室

時間：９時～IZ畤

こまったことや心配ごとがあり

ましたらお気僅にご相談下さい。

秘密は絶 対に守ります。

C相 談　員〕

５月25日（金）阿 郎 悛 恒

大和田 与志江

６月５日（火）佐 野 市 郎

斎 藤　ちや子

６月15日（金）佐 藤　　 勝

佐 藤 マサイ

６月25 日 (月）大 内　　 棯

朝 内　ひ で



春
の
叙
勲

佐
久
間
清
さ
ん
に

勲
六
等
単
光
旭
日
章

佐
久
間
清
さ
ん
（
藤
田
字
日
渡
四
７

）

は
、
昭
和
二
十
二
年
か
ら
二
十
四
年
間

諄
田
町
、
国
見
町
議
会

議
員

と
し
て
、

町

勢
進
展
に
尽
力
さ
れ
こ

の
た
び
、
こ

の
地
方
自
泊
功
労

に
よ
り
叙
勲
の
栄
に

輝
き
ま
し
た
。

戦
後
間
も
な
い
昭
和
二

十
二
年
藤
田

町
眼
会
議
員
に
初
当
選
以
来
昭
和
四
十

六
年
ま
で
の
議
員

在
職
中
厚
生
常
任
蚤

貝
長
や
町
監
査
委
員
を
歴
任
す
る
と
と

も
に
国
見
町
の
誕
生
に
携
わ
り
、
そ
の

基
礎
固
め
と
発
展
と
に
砕
身
し
て
あ
た

ら
れ
ま
し
た
。

新
制
中
学
校
の
建
設
。
藤
田
保
宵
所

の
設
置
、
母
子
寮
誘
致
建
設
、
町
村
合

併
な
ど
大
き
な
、
し
か
も
広
範
囲
な
問

朋
解
決
に
あ
た
ら
れ
、
大
き
な
実
績
を

残
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
町
言
水
道

事
業
の
前
身
た
る
簡
易
水
道
事
業
の

着

手
に
も
あ
た
る
一
方
、
医

療
機
関
の
不

足

に
対
し
て
は
そ
の
誘
致
に
奔
走
し
現

在
の
公
立
藤
田

病
院
の
創
般
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
町

民
生
活
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
種

々
の
施
設
設
置
建
般
を
率
先
し
て
取
り

上
げ
地
方
自
治
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

鈴
木

與
平
さ
ん
に

勲
七
等
青
色
桐
葉
章

鈴
木
奥
平
さ
ん
（
川
内
字
内
上
1
8）

は
、
昭
和
三
年
か
ら
昭
和
四
十
一
年
ま

で
三
十
八
年
聞
の
長
期
間
に
わ
た
る
消

防
団
活
助
の
功
績
に
よ
り
こ
の
た
び
の

叙
勲
と
な
っ
た
も
の
で
ｉ
。

旧
大
技
村
消
防
手
を
拝
命
以
来
、
大

枝
村
消
防
団
副
団
長
、
国
見
町
消
防
団

分
ａ

長
の
要
職
を
歴
任
。
こ
の
間
、
予

防
消
防
の
観
点
か
ら
防
火
診
断
、
防
火

査
察
、
巡
回
防
災
指
碑
を
他
に
先
が
け

実
施
、
住
民
へ
の
防
火
思
想
の
普
及
徹

底
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は

大
枝
地
区

に
昭
和
三
十
五
乍

か
ら
十
五

年
間
、
無
火
災
の
爽
績
と
な
っ
て
表
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
消

防
施
般
の
整
蝉
拡
充
に

つ

い
て
針
画
立

案
。
そ
の
実
現

に
努
力

し
た
結
果
昭
和
3
5
年

に
は
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
を
始
め
と
す
る
諸
々
の
近
代
装

鑼
を
し
た
消
防
団

に
生
ま
れ
変
っ
て

い

ま
す
。
ま
た
、
団
艮
教
養
訓
練
を
重
要

視
し
た
鈴
木
さ
ん
の
意
見
と
行
助
力

に

よ
っ
て
団
に
教
養
部
が
設
置
さ
れ
現
在

の
教
餐
分
団
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

知
事
表
彰
を
受
賞

藤
田
地
区
納
税
組
合

昭
和
五
十
四
年
度
の
知
事
表
彰
が
去

る
五
月
四
日
県
庁
で
行

わ
れ
、
蕕
田
地

区
総
合

納
税
貯
畜
組
合
（
組
合
長
古
Ⅲ

勝
吉
）
が
優
良
団
体
と
し
て
、
栄
え
あ

る
知
事
畿
彰

を
受
け
ま
し
た
。

知
事
表
彰
は
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
、

地
城
の
発
展

に
尽
く
し
た
人
た
ち
や
団

体
に
対
し
て
労
を
ね
ぎ
ら
い
。
そ
の
功

績
を
た
た
え
る
た
め
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
が
、
当
組
合
は
。
納
税
準
備

金

の
積
立
て
と
、
永
年
、
納

期
内
の
完

納
の
励
行
に
つ
と
め
、
そ
れ
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

カ

ッ
プ

ル

誕

生

氏

名
　

部

落｛

齶
住
所
｝

佐
野

隆
之

第

七

閲

美
知
子

飯
野
町

高
檎

成
一
　
山
崎
北

魯

ひ
と
み

福
島
市

曳
地

邦
一
　
宮

加

大
槻

妙
子

桑
折
町

佐
藤

忠
明

貝

田

宍
戸

恭
子

福
鳥
市

高
檎

良
一
　
宮
町
北

大
波

幸
子

福
鳥
市

佐
藤

正
二

泉
田
上

大
塚
ま
さ
江

埼
玉
県

志
村

謙
一
　
高

城

干
棄

徳
子

岩
手
県

佐
藤

豊
治

第
十
二

萄
地
恵
葵
子

石
毋
田
原

吉
田
善
次
郎

石
毋
田
表

大
竹

広
子

梁
川
町

吉
川

利
男

山

根

佐
藤

弘
子

宮
町
南

阿
部

秀
夫

貝

田

阿
部
貴
美
代

福
鳥
市

僅
藤

正
美

石
毋
田
西

渡
辺

享
子

福
島
市

吉
田
善
一
郎

白
河
市

日
下
千
鶴
子

梁
川
町

善
意
の
窓

〇
県
北
地
区
消
防
ポ
ン
プ
繰
法
大
会
の

選
手
団

激
励
金
と
し
て
（
４
月
2
5日
．

第
五
分
団

が
出
場
）

光
明
寺

渋
谷
貞
一
さ
ん
　

一
万
円

・
　

矗
耻
Ｚ
助
さ
ん
　
一
万
円

・

渋
谷
四
市
さ
ん
　

一
万
円

ゴ
ミ
は
区
分
し
て

集
収
指
定
日
に

出
し
ま
し
ょ
う

感電事故に注意しましょう

子供達の遊びは暖くな
ると屋外となり ます。
そして遊びに夢中とな
り危険な場所へ立入り
たりI、竃柱や鉄塔への
ぼったりするものです
十分注意して下さい。

東 北 電 力

踏切事故をなくしまし ょう

鉄道妨害防止運 動 (６月１日 ～６月20日)



お
知
ら
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
音
楽
会

観
覧
申
込
み
受
付
中

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ピ
ア
ノ
の
お
け
い
こ
公
開
録
面
）

こ
の
六
月

に
．
Ｎ
Ｈ
Ｋ

教
育
テ
レ
ビ

「
ピ
ア
ノ
の
お
け
い
こ
」
の
公
開
録
画

が
、
県
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
を
機
会
に
、
番
机
収
録
の
ほ

か
講
師
の
演
奏
な
ど
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ

ン
を
ま
じ
え
た
楽
し
い
音
楽
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
が
、
入

場
整
理
劵
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
前

も
っ
て
（

ガ
キ
か
電
話
で
申
し
込
ん

‘で

下

さ
い
。

申
し
込
み
先

〒
九
六
〇

福
島
市
北
五
老
内
町
一

の
五
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福

鳥
放
送
局

な
か

よ
し
フ
ァ
ミ
リ
ー
音
楽
会
係

（
○
二
四
五
）
三
五
一

一
一
九
一

開
演
日
時

六
月
十
七
日
（
日

）

闘
場

午
擒
二
時
三
刪
分

開
演

午
後
三

時
～
四
時
三
十

分

会
　

場

眼
文
化
セ
ン
タ
ー

小
ホ
ー
ル

ピ
ア
ノ
の
お
け
い
こ
の
講
師

井
上
直
幸

収
録
し
た
番
組
の
放
送
日

六
月
二
十
五

日
（
日
）
午
後
六
睹
６゙

分

七
月
二
日
（
月

）
　
　

Ｌ
ｔ
畤
（
枚
Ｗ
）

計
量
ク
イ
ズ
に

応
募
し
よ
う

六
月
七
日

は
計
最
法
が
公
布
さ
れ
た

記
念
日
で
す
。
こ
の
記
念
日

に
あ
た
り

県
で
は
計
量
思
想
の
饕
及
の
一
環
と
し

て
「
計
量
ク
イ
ズ
」
を
実
施
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

《
問
題
》

①
針
量
記
念
日

は
六
月
口
日
で
す
。

②
次
の
針
量
器
に
は
検
定
の
有
効
期
間

が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
針
量
Ｓ
の
有
効
期
間
を
（
）
内
の
数

字
か
ら
選
ん
で
口
内
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。
甬
冖
と
も
同
じ
畝
事
が
入
り
ま
す

困
ガ
ス

メ
ー
タ
ー
　
　
　
　

ロ

年

圜
水
道
メ
ー
タ
ー
　
　
　
　

ハ

年

网
普
通
電
力
Ｉ
針
　
　
　
　

口
年

こ

般
寡
竡
で
便
わ
れ
て
い
る
も
の
）

圖
タ
ク
シ
ー
の
科
金
メ
ー
タ
ー
一
年

（
５
・
７
）

③
計
ａ
・
法
で

は
い
ろ

い
ろ
な
マ
ー
ク
が

決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
次
の

マ
ー
ク

は
阿
で
し
ょ
う

か
。
（
丙

か
ら
選
ん

で
番
号
で

お
答
え
く
だ
さ
い
。

検

定

証

印

牽

庭

用

叶

量

器

（

営

裏

用
に

は

使

え

ま
せ

ん

）

特

殊

容

器

（

九
正

ぴ

ん

マ

ー

ク
と

も

い
う

）

定

期

検

査

合

格

マ

ー

ク

（
応

募
方
法
》

官
製
は
が
き
に
書
い
て
次
の
と
こ
ろ

に
送
・つ
て
下
さ
い
。
正
解
者
多
数
の
鳩

合
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
差
上
げ
ま
す

。

針
皿
ク
イ
ズ

Ｏ
お
と
こ
ろ

問
一
〇
月
○
日

Ｏ
お
な
ま
え

問
二
冂
｝年
　
　

Ｏ
お
し
ご
と

年
飼

閊
三
印
口

吻
囗
Ｈ
口

（
あ
て
先
》

〒
九
六
〇
橘
島
市
杉
妻
町
ニ
ー
一
六

県
庁
内
郵
便
局
私
書
箱
七
号

福
島
県
斜
一

検
定
所

《
賞
品
》

一
等
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
　
　
　

五
名

二
等
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
　
　

十
名

一
二
等
体
温
針
　
　
　
　
　

十
五
名

《
発
表
》

七
月
上
旬
、
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
発

表
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
動
車
税
を
忘
れ
ず
に

五
月
三
十
一
日
は
自
助
車
税
の
納
期

限
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
期
内
に
納
め
ま

な
气

今
年
度
か
ら
自
助
恥
税
の
税

率
が
自
家
用
皐
を
中
心
に
、
約
一
〇
％

ほ
ど
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

四

月
中
に
纏

り
ら
れ
た

方
｛

敬
称

帖
｝

（
父
の
氏
名
）

（
干
の
き

（
部
落
）

本
田

幸
吉

克

敏

耕

谷

古
田

和
博

美
和
子

第

四

古
沸

忠
一
　
　

孝
　

前

田

大
友

文
一
　

陽

子

大

坂

八

鳥

信
喪

和

浩

滝

山

斎
藤

正
勝

鉄

也

徳
江
北

八

鳥

英
雄

麻

美

滝

山

佐
藤
　

一
郎

康

成

濘
京
山
東

寺

鳥

重
男

和

行

本

町

倉
田

真
一
　

渉

吾

富
町
南

八

魯
　

匡

友

洋

山
崎
小
辟

国
井

好
之

雅

史

大
町
南

鈴
木

政
明

陽

介

宮

前

渋
谷

博
雄

真
紀
子

第
十
二

腰
沢

宏
市

孝

志

並

柳

佐
藩

政
則
　

充
　

石
母
田
北

八

巻

慶
一
　

幸
　

一
　

徳
江
北

佐
藤

英
雄

未

樹

本

町

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

四

阿
中
に
騙
け

ら
れ
た
み
（

喰
称
略

）

（
氏

名
）
　

（
年
船
）

（
部
落
）

村
上
　

栄
　
8
1
　

第

九

野
田
由
太
郎
　
8
6
　

第
十
一

吾

妻

庄
吉
　
7
8
　

第

三

編

集

日

記

Ｏ
銃
一
地
方
選
も
終
り
、
町
議
会
も
新

し

い
陣
容
で
四
年
関
の
ス
タ
ー
ト
を
き

っ
た
。
町

議
会
は
三
月
。
六
月
、
十
二

月
の
定
例
会
を
は
じ
め
。
何
回
か
の
臨

時
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
都
度
、
震
要
事

項
を
決
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で

ぜ
ひ
み

な
さ
ん
に
議
会
の
傍
聴
を
お
勧
め
し
た

い
。
議
会
事
務
局
に
中
し
込
む
だ
け
で

よ

い
の
で
、
こ
の
目
で
町

議
会
の
進

行

を
繽
か
め
て
ほ
し

い
と
思
う
。

○
風
薫
る
五
月
某
日
の
昼

休
み
、
す
ば

ら
し
い
お
天
気

に
つ
ら
れ
て
あ
つ
か
し

山
へ
。
山
頂
は
つ
つ
じ
の
花

が
ち
ょ
う

ど
満
開
。
山
々
は
一
斉
に
若
藁

が
も
え
、

水
の
入
っ
た
水
田
が
遠
く
に
キ
ラ
キ
ラ

輝

い
て
い
る
。
町
議
会
も

４
　
リ

は

町
全
体
が
見
渡
せ

る
よ
う
な
場
所
で
会

議
を
閥
い
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
う

し
て
町
の
将
来
を
語
り
舍
っ
た
ら
、
自

と
す
ば
ら
し
い
構
想
が
生
ま
れ
る
と
思

う
の
だ
が
…
…
。

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

西

根

堰

土

地

改

良

区

費

伊

達
西

部
土

地
改
良
区

費
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